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髙市教育長   ただいまより第８９１回益田市教育委員会定例会を開催いたします。 

  それでは、議事に入らせていただきます。 

 

 

第１ 会議録の承認 

髙市教育長   会議録の承認につきましては、先ほどご承認いただきました。 

 

 

第２ 教育長報告 

髙市教育長   次に進みまして、第２の教育長報告でございます。前回の教育委員会か

らの活動状況でございます。 

        まず、１０月２９日でございますが、戦没者合同追悼式ということで、

さきの戦争において亡くなられた方々に対して、今社会が繁栄し、また平

和であるということに関してお礼を申し上げたところでございます。 

        １１月２日でございます。横田中学校を訪問してまいりました。 

        １１月３日でございます。この日は、市政功労表彰贈呈式ということで、

多額のご寄附等いただいた方に対してお礼を申し上げたところでございま

す。 

        続きまして、１１月６日でございます。こちら、第５１回日本ＰＴＡ中

国ブロック研究大会島根益田大会ということで、ＰＴＡの大会が開催され

ました。本来であれば、１，０００人単位ぐらいの方がいらっしゃるよう

な大規模な大会でしたけれども、今年度こういう状況もあったということ

で、市外からは実際来ていただくということではなく、オンラインで参加

をいただくという形で実施をしたところでございます。その中でも、いろ

いろとＰＴＡとしての活動等報告があり、私としても非常に勉強になった

会でございました。 

        続きまして、１１月７日の日曜日でございます。こちら、益田ライオン

ズクラブが認証６０周年記念ということで式典がございました。実は益田

ライオンズクラブさんからは、この６０周年の記念行事といたしまして、

市のほうに防犯カメラであったりとか、また教育委員会のほうには図書購

入費ということで、２００万円ご寄附をいただいたところでございます。

この会において市長と私、連名でライオンズクラブさんのほうに感謝状を

贈呈いたしました。 

        ここには書いておりませんけれども、実は７日、横田中学校ですけれど

も、学校を活用して灯火祭という地域のお祭りを開催されたところでござ

います。そちらについては、市長に中学生、生徒会長から招待の手紙をい

ただいているということで、市長が実際当日訪問し、その案内をした中学

生たちが市長付きっきりでいろいろなところを案内して回っていたという
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ことでございます。そちらのほうに村上先生も出店をされていたというこ

とで、全体では１，０００人ほどお客さんが来たということで、若い方か

ら子連れの方から、地域のお年寄りの方までたくさんの方がいらっしゃっ

ていたということで、非常に中学生たちが地元の大人たちといろいろと活

躍し、活動しているという実態を拝見したところでございます。 

        続きまして、１１月８日と９日については、真砂小学校、安田小学校を

訪問いたしました。 

        １１月１１日でございます。こちら、松江高専との連携・協力に関する

協定書を締結いたしました。これによりまして、今も松江高専さんは市内

で理科実験教室とかをやっていただいているところですけれども、そうい

った活動等についてもより今後力を入れて協力してやっていける態勢が構

築されたというところでございます。 

        その後、第２回未来の担い手コンソーシアムを開催したところでござい

ます。こちらについては、市内の学校であったり、産業界、関係者がいろ

いろ集まっている会議でございますが、今回からは新たに島根大学と、先

ほど申し上げた協定を結んだ松江高専さんからもご出席をいただくという

形で、さらに益田の子どもたちをどうやって育成をしていくのかというこ

とで議論をしたところでございます。 

        続きまして、１１月１１日でございます。益田小学校を訪問してきたと

ころです。 

        １１月１４日でございます。こちら戸田小学校でございますが、益田市

が進めております取組の中ですけれども、益田市ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ

アンバサダー事業成果発表会ということで、ちょうど１４日が戸田小学校

の学習発表会というところであったのですけれども、小学校の５年生がＣ

ＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥアンバサダーの活動をしてくれていたということで、

それに対してＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥアンバサダーとしての認定証を市長

から交付をいただいたというところでございます。 

        続きまして、１６日に益田東中学校を訪問したところです。 

        １７日でございますが、戸田小学校と東仙道小学校で租税教育推進委員

をやっておりまして、その関係の表彰ということで行ってきました。 

        １１月１８日でございます。益田市の教育審議会を開催しました。こち

らで、昨年度の教育委員会の取組状況について報告をするということと、

中高一貫の取組の状況について報告をさせていただきました。その中で、

いろいろと委員の先生方からは高所大所からご意見を頂戴したところでご

ざいます。 

続きまして、１１月１９日でございます。こちら、議場だったのですけ

れども、益田市の子ども議会ということで匹見小・中学校の児童・生徒が

実際市役所の議場に来て、実際議員が座る席に座ったりして、模擬的な議
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会を経験したということです。これにつきましては、子どもたちが議場に

入って模擬的な議会をやるということは、益田市では初めての取組だと伺

っております。これからも子どもたち、特に新しい学習指導要領でも主権

者教育ということが非常に重要だと言われているところですけれども、そ

ういったものの一環として、こういった経験をどんどん積んでいってほし

いと思っている次第でございます。 

        続きまして、１１月２０日です。こちら、スクモ塚古墳の発掘現地説明

会を開催いたしました。新聞等でも報道されておりますけれども、なかな

か興味深い古墳であるという専門家からのご意見もいただいているところ

でございます。特に議論になっているのが墳形ですけれども、それについ

ては専門家からご意見は頂戴しておりますが、まだ最終的に決まったもの

ではないということで、今後調査であったりとか、報告書を取りまとめて

いく中で具体的に検討をされていくと考えている次第です。こちらの説明

会については、２回開催をして４０人、３０人ぐらいの参加があり、合計

で７０名ぐらいの方が熱心に話を聞いていただいたということです。 

        続きまして、最後です。１１月２４日ですけれども、中西小学校を訪問

してきました。新校舎については委員の先生方も実際ご覧になっていただ

いたところでございます。新しい校舎で、子どもたちがどのように学習活

動しているのかということを実際行って拝見をしたというところでござい

ます。 

        教育長報告としては以上でございます。 

梅津委員    スクモ塚の古墳発掘のことですが、今、前方後円墳か何かということで、

なかなか結構日にちがかかるものだと思うのですが、もしそれが前方後円

墳だったら島根県で一番の大きなということをお聞きしていますけども、

その決定というのはまだかもしれませんが、その見通しというものは分か

るのでしょうか。 

山本課長    一応、専門家の先生方からは、前方後円墳で間違いないという見解は既

にいただいておりますが、それをそのまま市の公式見解とするには、もう

少し肉づけをしなければいけないところがございますので、それをするた

めにはやはり成果報告書というものを次年度以降からまとめる計画にして

おりますので、その時点できちんとした見解を発表していきたいと思って

います。 

        ちなみに、もし前方後円墳であれば９６メーター以上ということで、一

応県内最大級ということになりますが、市の公式見解としてはもうしばら

くお待ちいただきたいと思っております。 

梅津委員    ありがとうございました。 

大庭委員    匹見小中の子どもたちが主権者教育ということで、いわゆる市議会を行

う会場で体験をしたということですけど、全国的にもなかなか地方の議員
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さん方に成り手がないということで、非常に大きな問題を抱えておるのが

全国の実態だと思います。益田市もそういうことがないように、いろいろ

子どもたちが小さいときから興味を持つのに、こういったものには力を入

れて、それぞれの市内の小・中学校で、ぜひこういった体験をしてもらえ

ればいいのではないかと思っています。以上です。 

髙市教育長   それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝  

 

第３ 議題 

○報第４１号 文化財の寄贈について 

髙市教育長   それでは、これから第３の議題に移らせていただきます。 

        報第４１号文化財の寄贈についてです。事務局より説明をお願いします。 

山本課長    それでは、私のほうから古文書と歴史資料、絵はがきの２件を寄贈いた

だきましたので、その説明をさせていただきます。その前に、本日は実物

を持ってまいりましたので、よろしければ、ご覧になってください。こち

らが絵はがきで、こちらが巡見使の御案内です。それでは、説明をさせて

いただきます。 

        まず、寄贈者一覧をご覧になっていただきたいと思います。まず、１番

目の古文書につきましては、原紺文治さんという方、広島在住の方ですけ

ども、大分以前に広島の古美術商で購入されましたという話の中で、久し

ぶりに読み返してみたら、これは非常に益田市に関係がある古文書ではな

いのかということで、わざわざ郵送で送っていただいたものでございます。 

        そして、２番目が今、ご覧になっておられる石見高津の名所の絵はがき、

そして今日はございませんけども、匹見峡の絵はがきといったものの２種

類を奈良県の吉川幸雄さんという方から寄贈をいただいたというご説明を

させていただきます。 

        では、最初に、御巡見使御案内心得方手控というＡ４１枚の資料がござ

いますので、ご覧になっていただきたいと思います。 

        まず、天保９年、１７８９年に幕府から使わされた巡見使という方、い

わゆるお代官様だと思いますけども、浜田藩領に派遣された方をご案内し

た人物が持っていた手控えの書であります。恐らく庄屋クラスの人物が案

内をして回ったと思うのですけども、現代で言いますと会計検査院が現地

の視察等するのですけれども、その際のいわゆるマニュアル的なものとい

うふうなイメージで思っていただければと思います。 

        この中身ですけども、木部から下吉田までの各村のそれぞれの風物詩で

すとか、また田んぼの石高ですとか、また人口ですとか、様々な地域の情

報が盛り込まれたものとなっております。特に、木部から益田間は当時の

山陰道に相当するものといったところが分かると思います。江戸時代後期
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における地域史を語る上でも、非常に重要なものであると考えております。

それで、書き下し文というものを一応別途またおつけしておりますので、

もしよろしければご覧になっていただきたいと思っています。 

        続けてまいります。次が、絵はがきでございます。今、石見高津の名所

絵はがきのほうは回しておりますけども、昔の高津大橋ですとか、今はな

い連理松等々、これらのどうも戦争前の資料でございますので大変貴重で

あるといった歴史資料となっております。 

        下のほうは、今日は持参できなかったのですけども、匹見峡の絵はがき

です。いろいろ調べましたら、現在よりも水の量が大変多いといった変化

がうかがえます。ただ、個別に関しての大きな違いというのは、すみませ

ん、よく分かりません。今、匹見町には４つの匹見峡というのがございま

すが、表であったり、裏であったり、奥であったりというものがそれぞれ

形状された写真ということがうかがえると思います。 

        大変簡単な説明ですが、以上で終わります。よろしくお願いします。 

大庭委員    今、こうして古文書を見させてもらいましたけども、随所に遠田とか津

田とか、私の地元に関わる名前、それから曉音寺とか妙義寺とか、そうい

う益田市内のお寺の名前も出ておりまして、多分想像ですけども、事細か

い情報をこの中に記載しているのだろうということをよく感じました。 

以上です。 

髙市教育長   ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。 

村上委員    私は、高津出身でもありますので、こうした戦前の高津の町並みを拝見

することができて、とてもすばらしいものだと感じながら見させていただ

きました。とても保存状態もよくて、きれいな物でもありますので、また

機会がありましたら市民の方に公表しながら見ていただくということもで

きればと考えておりますので、またその辺の配慮をお願いいたします。 

髙市教育長   承知しました。 

梅津委員    無知で申し訳ないのですけど、今までも古文書みたいないろいろと歴史

的な資料が寄贈された方とかいらっしゃると思うのですけど、その物はど

こに展示等されていらっしゃるのでしょうか。 

山本課長    こうした資料の一式は、文化財課の上に歴史文化研究センターという専

用の部屋がございますので、そこで空気調整をしながらきちんと保管して

おります。それで、いろいろ企画を立てる段階で、こうした物を今後どう

いうふうに展示していくのかというところを、職員と一緒になって考えて

いるといったような状況になります。ですから、通常ずっと展示をしてい

るというわけではございません。 

梅津委員    わかりました。この高津の歴史を知る上でも、昔の大橋を見たこともあ

りませんし、皆さんに、一人でも多くの方に見ていただきたいと思います。 

山本課長    はい、分かりました。 
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中野委員    こうして美術工芸品の寄贈をいただいて、非常にありがたいことだと思

います。教育委員会としては、こうして寄贈をしていただける方に対して

は、何かしらお返しといいますか、お礼状を含めた形でされていらっしゃ

るかどうかという確認させていただきたいと思います。 

山本課長    ありがとうございます。お礼状をすぐ発送して、感謝の気持ちをお伝え

しております。 

中野委員    ありがとうございます。すみません、もう一点追加でお聞きします。こ

うして美術工芸品を寄贈していただいて、ぜひ市民の方に触れるような形

を取っていく必要があるのかと思います。いろいろな記念館等もあるのか

もしれませんが、一番市民の方が足を運ばれるところというのは市役所で

はないかと思っていますので、もし機会があればそういったところの一角

でもありましたら、非常にありがたいと思いました。以上です。 

山本課長    分かりました。 

髙市教育長   ありがとうございます。そうですね、いろいろと我が市においても文化

財等というのはたくさん保管をしているところでございますけれども、や

はり保管も重要ないわゆる仕事でございますけれども、やはり文化財や美

術品というのは見てもらって、知ってもらってというのが非常に重要なと

ころだと思っています。 

        先ほどもありましたスクモ塚古墳も、保存というところも重要ですけれ

ども、それをどうやって活用していくのか、今回いただいたものをどうや

って活用して市民に広く知ってもらうのかということも、非常にいわゆる

文化財行政においては重要なポイントだと思っておりますので、私から担

当部署にはそういった点も考えていきながら活用していくよう、保管、保

存だけではないというところをさらに進めていきたいと考えております。 

髙市教育長   それでは、この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員    ＝全員了承＝ 

 

 

髙市教育長   それでは、以上をもちまして定例会を終わります。 

次回は１２月２２日に定例教育委員会を開催いたします。よろしくお願

いいたします。それでは以上で定例教育委員会を終了いたします。ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 
＝終了時間 １１時４０分＝ 


